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かにした。また、着底直前の Notocomplana koreanaと Pseudostylochus obscurusの２種において、この時
期特有の形態変化、すなわち N. koreanaでは十字架型、P. obscurusでは三角形の幼生を経ることも新たに
記載した。さらに、Comoplana pusillaと N. koreanaの２種はアルテミア飼育を継続することで性成熟に達




























               審   査   の   要   旨 
 著者は、試行錯誤と長期間の飼育実験を行い、これまで後期発生や生態の多くが謎であった多岐腸類（ヒ
ラムシ）４種に関して、室内飼育システムを確立し、性成熟までを観察することに成功した。これらの成果
は、著者が粘り強く研究に向かう姿勢が成し得たものであるとともに、ヒラムシの生態や共生宿主との関係
に関する深い洞察力によって可能になったと高く評価する。さらに、ヒラムシ幼生の走行性に関して、これ
まで報告されている記載と比較しより詳細な知見が得られたことは、著者が確立した室内飼育系が実験生物
学を進める上で、極めて有効であることを示している。以上の本論文の知見は、動物学の一分野に留まらず、
進化系統学、さらには広く海洋生物学や海洋生態学の研究分野で基礎的な知見を与えるもので、波及効果は
極めて大きい。以上の成果が総合的に認められ、本論文の一部はすでに国際的学術雑誌に公表され、多くの
研究者から高い評価を受けている。 
 平成３０年１月３１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
